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ホットスプリングス市民、

ベルンドルフ市生徒らが来花

　９月10日～15日、姉妹都市の米国アーカンソー

州ホットスプリングス市から16人の市民が本市を

訪れ、歓迎交流会や花巻まつりに参加し市民と交

流しました。また、滞在中に同市ファウンテンレ

イク小学校と令和５年３月に閉校した笹間第二小

学校との姉妹校交流を正式に引き継ぐための再調

印式が、笹間第一小学校で行われました。

　９月17日～23日には、友好都市のオーストリア

共和国ニーダーエスタライヒ州ベルンドルフ市か

ら生徒12人と教員１人が本市を訪れ、学校訪問や

ホームステイなどを通じて市民と交流。20日に開

催された大迫町・ベルンドルフ市友好会主催歓迎

交流会では、生徒らが浴衣を着て参加し、日本文

化を体験しながら市民と交流を深めました。
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言葉を育む関わりについて

【問い合わせ】 こども家庭センター（☎41-3609）

を夢見ている私たち。先輩方の技術を学べる最

高の機会を与えられており、日々学びの面白さ

を実感しています。

　文は、９月に開催されたおおはさまワインま

つりで、来場者だけが購入できる限定ワインの

ラベルをデザインさせていただきました。今ま

での経験が地域の皆さんの役に立ち、とても光

栄な経験でした。今後も辰治はアイアン家具の

制作をしたり、文はファッション関係の商品開

発をしたり、今までの経験をフルに発揮し、地

域の活性化に貢献していきたいと思います。

　小田切辰治・文です。夫婦で地域おこし協力

隊となり、４月に家族３人で大迫町に移住して

きました。子どもがまだ小さく転校先に馴染め

るかなと、不安な事もありましたが、今では子

どものおかげでたくさんのコミュニティに参加

することができています。

　平日は葡萄が丘農業研究所（通称BUDO-KEN）仲

間と、休日は息子が所属するスポ少チームの仲

間と楽しく生活を送っています。

　ゆくゆくは育てたブドウでワインを作ること

家族３人、得意分野を生かして地域を活性化

‐ブドウを中心とした活気あるまちづくり担当　

小
お た ぎ り

田切　辰
た つ じ

治・文
ふみ

‐

▲

�文さんがラベルをデザインし
たワインまつり限定ワイン

●子どもをよく見て、声に耳を傾ける

　子どもの言葉を豊かに育むには、子どもの中に
「伝えたい」という気持ちが育っていることが大切
です。今回は、日々の生活の中で子どもの言葉を
育むためのポイントをご紹介します。

　大人が一方的に声をかけるので
はなく、子どもの興味や関心に寄
り添い、子どもの発する声を聞い
てあげましょう。

●子どもの発声や行動をまねる
　子どもの言動をまねることで「自分のことをよ
く見てくれている」と安心し、伝えたい気持ちが
強くなります。

●子どもの気持ちを代弁する
　美味しそうにご飯を食べているときに「おいし
いね」など、子どもが感じていることを言葉にし
てあげましょう。子どもは言葉を通して気持ちが
共有できたうれしさを知ることができます。

●大人自身の行動や気持ちを言語化
　子どもと関わる時は「抱っこしようね」「ねんね
だよ」など、動作に言葉を添えて伝えましょう。

●人とのやりとりを大切に
　テレビやスマホなどから受ける言葉の刺激は一
方的です。子どもは大人とのやりとりの中で自然
に話す楽しさを覚えます。生きた言葉のやりとり
を大切にしましょう。


